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大学等新卒者への就職支援の状況について 

～「未内定就活生への集中支援 2014」により大学生約１万７千人の就職が決定～ 
 

 

本日、厚生労働省及び文部科学省は、平成 25 年度新規学校卒業予定者の就職内定状況を発

表しました。 

この結果、新規大学卒業予定者の就職内定率は、平成 25 年 10 月１日時点で 64.3％（平成

９年３月卒の調査開始以来９番目）でしたが、平成 26 年４月１日現在は 94.4％（前年同期差

0.5 ポイント増、平成９年３月卒の調査開始以来過去６番目）となっています。 

新規学校卒業予定者の厳しい就職環境を踏まえ、厚生労働省、文部科学省、経済産業省が連

携した「未内定就活生への集中支援 2014」に取り組みました（詳細は別紙１）。 

高校・大学等とジョブサポーターとの連携による個別支援の徹底により、１月～３月末で未

内定者約３万７千人が就職決定しました。特に、平成 26 年 3 月卒の大学生については、同期間

に約１万７千人の就職が決定しました（詳細は別紙２）。 

新規大学卒業者の就職希望率も高水準にあり、秋以降もあきらめずに就職活動を続ける姿勢

がうかがえます（詳細は別紙３）。 

就職が決まらないまま卒業した方に対しても、就職内定者と同様に社会人としてのスタート

がきれるよう、６月末までを目途に、ジョブサポーターによる集中的な個別支援を実施し、１

日でも早い就職の実現に向け、全力を尽くします（詳細は別紙４）。 

 

【添付資料】 

別紙１ 「未内定就活生への集中支援２０１４の取組状況」 

別紙２ 「平成２５年度におけるジョブサポーター支援対象就職決定者数」 

別紙３ 「新規大学卒業者の就職希望率の推移」 

別紙４ 「未就職卒業生への集中支援２０１４」 

平成 26 年５月 16 日 

【照会先】 

職業安定局派遣・有期労働対策部 

企画課若年者雇用対策室 

室   長  牛島   聡 (内線 5862) 

室長補佐  吉田    勉 (内線 5333) 

(代 表 電 話) 03（5253）1111 

(直 通 電 話) 03（3597）0331 

 



未内定就活生への集中支援2014の取組状況
新卒者の就職環境が依然として厳しいことを踏まえ、文部科学省、厚生労働省、経済産業省は、未内定の学生・生徒が１人でも多
く卒業までに就職できるよう、1月２１日から３月末までを集中支援期間とし、「未内定就活生への集中支援201４」を実施しま
した。
【実績】就職者数：約３．７万人（前年度約４．１万人）

※就職希望者数のうち未就職卒業者数（推計値）：約４．２万人（前年度約４．２万人）

未内定の学生・生徒に「就職をあきらめさせない」ためのジョブサポーターや大学の就職相談員等の
連携による個別支援の徹底（文科・厚労＊）

【実績（平成26年１月～３月末）】相談件数 のべ１５４，７４４件、就職者数 37,413人

未内定の学生・生徒に「就職をあきらめさせない」ためのジョブサポーターや大学の就職相談員等の
連携による個別支援の徹底（文科・厚労＊）

【実績（平成26年１月～３月末）】相談件数 のべ１５４，７４４件、就職者数 37,413人

大学等から未内定者に新卒応援ハローワークを積極

的に周知。大学生の利用者のうち約５４％が大学等
からの送り込みにより、新卒応援ハローワークに来
所。
【実績（平成26年1月～３月末）】

のべ利用者数 １０９，１９４人

新卒応援ハローワークと大学との連携が進み、 平成2５年

1２月末時点で７３６キャンパス※（平成24年12月現在で
は711キャンパス）が新卒応援ハローワークと連携し、学生
の就職支援をしている。
※１大学に複数の校舎があり、それぞれ別の新卒応援ハローワークと
連携している場合は、別のキャンパスとしてカウント。

新卒応援ハローワークと大学等の連携状況
（校数）

出所：職業安定局業務統計「大学との連携状況」（25年12月）
（※） 大学が開催する面接会等へのジョブサポーターの派遣、参加企業のあっせんなど

（
別
紙
１
）

新卒応援ハローワークを知ったきっかけ

出所：職業安定業務統計「新卒応援ハローワーク利用者アンケート調べ」
（26年2月）
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中堅・中小企業中心の就職面接会の開催（厚労＊・経産）
未内定の学生・生徒のために、中堅・中小企業を中心とした就職面接会を開催。

【実績（平成２６年１月～3月末）】
大学生向け １４５回 ／ 求人数 １９，１４９人 ／ 参加学生数 ７，９２１人
高校生向け ７７回 ／ 求人数 ８，１０４人 ／ 参加学生数 １，５４７人

（開催例）
「平成2５年度第4回新規大卒者等合同就職面接会」
開催日：平成2６年2月５日 主催：東京新卒応援ハローワーク及び東京都
参加企業数：１４６社 求人数：１，７４２人 参加学生数：１，１７３人

保護者を通じた未内定の学生・生徒への就職支援の周知（文科・厚労＊）
未内定の学生・生徒を持つ保護者に就職の現状に対する理解を求めるとともに、学生・生徒に対して新卒応援ハローワー

ク等の就職支援について周知を実施。

【実績（平成２６年１月～３月末）】
保護者への相談件数：9,002件、保護者対象セミナー：35回（1,1８8人）
啓発文書の送付： 40,229通（うち、学校を通じた送付24,264通）

地域の大学等との連携による中小企業と大学生等とのマッチング等の実施
（新卒者就職応援プロジェクト、地域中小企業の人材確保・定着支援事業）

（経産＊・文科・厚労）
未内定の学生を含む新卒者等に対し中小企業・小規模事業者が実施する職場実習を支援する他、地域の中小企業・小規

模事業者が一体となって大学、ハローワーク等と連携し、学生との日常的な顔の見える関係作りから新卒者等の採用・定
着までを一貫して支援する体制を整備。

【実績（平成２６年１月～３月末）】
未内定就活生を対象とした合同就職説明会の開催：４１回（約９，７００人の学生・既卒者が参加）



政府広報によるジョブサポーター・新卒応援ハローワークの周知（厚労）
政府広報を活用し、平成２６年１月から各種新聞への広告掲載及びラジオ番組でのインフォメーション等、ジョブサポー
ターによる支援や新卒応援ハローワークについて未内定の学生やその保護者等への周知を徹底しました。

【政府公報】政府公報オンライン特集ページ http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/jakunen_koyo/index.html

民間就職情報サイトによるジョブサポーター・新卒応援ハローワーク等の周知（厚労）
主要な民間就職情報サイトに対し、ジョブサポーターや新卒応援ハローワーク等の支援の周知のためのバナー掲載につい

て協力いただき、未内定の学生への周知を徹底しました。

（期間中に協力いただいた就職情報サイト（運営会社名五十音順））
○「就活ラボ2014」 ： https://www.ac-lab.jp/2014/top/index.php （運営） 株式会社 アクセスヒューマネクスト
○「［en］学生の就職情報2014」 :  http://enjapan2014.com/ （運営） エン・ジャパン 株式会社
○「学情ナビ2014」 ： http://www.gakujo.ne.jp/2014/ （運営） 株式会社 学情
○「Ｒｅ就活」 ： http://re-katsu.jp/career/ （運営） 株式会社 学情
○「就職ウォーカーNet2014」 ： http://www.s-walker.net/2014/ （運営） 株式会社 ジェイ・ブロード
○「就職ウォーカーNet2015」 ： http://www.s-walker.net/2015/ （運営） 株式会社 ジェイ・ブロード
○「就活ナビ2014」 ： https://navi14.shukatsu.jp/14/ （運営） 株式会社 ダイヤモンド・ビッグアンドリード
○「日経就職ナビ2014」 ： https://job.nikkei.co.jp/2014/top/ （運営） 株式会社 日経ＨＲ、株式会社 ディスコ
○「ブンナビ！2014」 ： https://bunnabi.jp/2014/ （運営） 株式会社 文化放送キャリアパートナーズ
○「マイナビ2014」 ： http://job.mynavi.jp/2014/ （運営） 株式会社 マイナビ
○「リクナビ2014」 ： http://job.rikunabi.com/2014/ （運営） 株式会社 リクルートキャリア

※ 複数の省が連携して実施している支援メニューについての問い合わせ先は、＊印の省へお願いします。

臨床心理士による未内定の学生・生徒の心理的ケアの実施（厚労）
就職活動の長期化等により心理的ケアが必要な未内定の学生・生徒に対する新卒応援ハローワーク等に定期的に配置した臨

床心理士による心理的ケアを実施。

【実績（平成２6年１月～３月末）】
相談件数：９７７件



平成２5年度におけるジョブサポーター支援対象就職決定者数

1,853 1,749 2,172 2,026 2,228 2,693 

4,890 4,913 4,864 4,605 5,167 

7,542 

6,746 

6,009 
5,350 

4,385 

3,937 

3,531 

3,699 
3,474 3,371 

2,732 
2,756 

3,562 8,599 

7,758 
7,522 

6,411 6,165 6,224 

8,589 8,387 8,235 

7,337 
7,923 

11,104 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

新卒者

4,208 
3,416 3,379 

2,600 2,926 

7,326 

11,002 

10,086 

11,311 10,128 

12,177 

15,108 

13,712 
12,013 

10,660 
9,791 8,398 

7,921 

8,303 
7,677 7,337 6,335 6,544 

8,028 
17,920 

15,429 
14,039 

12,391 
11,324 

15,247 

19,305 
17,763 18,648 

16,463 
18,721 

23,136 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

28,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(人)(人)

（出所）職業安定業務統計

◇ 年度前半は未就職卒業者が多く、年度後半は現役の未内定学生が増加する傾向となっています。
◇ ジョブサポーターの新卒者（大学4年生等）に対する支援は、主に卒業が間近に迫った年度後半を中心に実施しており、
大学と連携することにより、年度末までに未内定の学生を新卒応援ハローワークに登録し、学生に対し切れ目のない支援
を提供しています。

◇平成26年3月卒業者の平成26年1月～3月末の間の就職決定件数は37,413人（前年度比8.0％減）
（うち、大学生17,314人（前年度比0.7%減））。
※平成25年１月～3月末はそれぞれ、40,651人（うち、大学生17,431人）。

◇大学生の就職決定件数（平成25年度計）は94,254人（前年度比5.8%増）、うち新卒者は44,702人（前
年度比13.7%増）、既卒者は49,552人（前年度比0.4%減）となった。

◇学歴計の就職決定件数（平成25年度計）は200,386人（前年度比3.5%増）、うち新卒者は93,6６7人（前
年度比7.4%増）、既卒者は106,719人（前年度比0.3%増）となった。

（
別
紙
２
）

新卒者：17,314人 新卒者：37,413人

就職決定件数（新卒・既卒/学歴計）大学生就職決定件数（新卒・既卒）

既卒者

既卒者

新卒者

【実績】



新規大学卒業者の就職希望率の推移
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◇ 新規大学卒業者の就職希望率は、上昇傾向にあり、多くの企業が内定を出す１０月１日以降もあきらめずに就職活動を
続ける姿勢がうかがえます。

◇ 卒業までに就職が決まらなかった場合であっても１日でも早く就職できるよう、引き続き６月末までを集中支援期間
とし、「未就職卒業生への集中支援２０１４」に取り組み、卒業後もジョブサポーターによる個別支援を継続し、就職
が決まるまで全力で支援を行います（詳細は別紙４）。

（資料出所）「大学等卒業予定者就職内定状況調査」（厚生労働省・文部科学省）
（注）就職希望率は、卒業予定者数に占める就職希望者の割合。

（
別
紙
３
）



未就職卒業生への集中支援201４
◇ 厚生労働省、文部科学省及び経済産業省は、１人でも多くの新卒者が卒業までに就職できるよう、１月21日から３月末まで
「未内定就活生への集中支援2014」に取り組み、１月から３月末までにジョブサポーターの支援によって、約３万７千人が
就職しています。

◇ 卒業までに就職が決まらなかった場合であっても１日でも早く就職できるよう、引き続き、６月末までを集中支援期間とし、
「未就職卒業生への集中支援2014」に取り組み、卒業後もジョブサポーターによる個別支援を継続し、就職が決まるまで
全力で支援を行います。

ジョブサポーターに
よる個別支援

大学等とジョブサポーターとの情報共有による支援（大学等の協力により把握した未内定者への電話に
よる来所勧奨や求人情報の送付など）を継続するとともに、就職活動についてのアドバイスや希望に
沿った求人情報の提供などの個別支援を徹底し、１日でも早い就職を目指します。
新卒応援ハローワークの所在地・連絡先： http://www.mhlw.go.jp/topics/2010/01/tp0127-2/dl/5a.pdf

新卒応援ハローワーク等で卒業後も継続して就職活動を全力で支援します！

就職面接会の開催 中小・中堅企業を中心に就職面接会を随時開催し、企業との出会いの機会を増やします。

無料の職業訓練等
によるスキルアップ

中小企業・小規模事業者の事業
現場でインターンシップを実施

求職者支援制度による職業訓練において設定される未就職卒業者向けの無料の職業訓練や企業に雇用されながら生きた技
能・技術を学ぶための雇用型訓練を活用し、スキルアップを支援します。
詳しくはお近くのハローワークまでお問い合わせください（ http://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/roudoukyoku/ ）。

新卒応援ハローワーク等においては、卒業後もジョブサポーターによる個別支援を引き続き継続するとともに、１日でも早く
就職できるよう、全力で支援を行います。

※ 上記の支援や新卒応援ハローワークについては、卒業後も利用可能です。

地域の大学等との連携によ
る中小企業と大学生等との
マッチング等の実施

未内定の学生を含む新卒者等に対し中小企業・小規模事業者が実施する職場実習を支援する他、地域の中小企業・小規模事
業者が一体となって大学、ハローワーク等と連携し、学生との日常的な顔の見える関係作りから新卒者等の採用・定着まで

を一貫して支援する体制を構築します。 中小企業庁ホームページ（http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/koyou/jinzai.htm）

さらに、ニーズに応じて無料の職業訓練やインターンシップも活用し、就職を支援します。

中小企業・小規模事業者の事業現場で働く上で必要な技術・技能・ノウハウを習得する機会を提供するため、中小企業・小
規模事業者で実施する職場実習（いわゆるインターンシップ）を支援します。
中小企業庁人材対策事業ホームページ： http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/koyou/jinzai.htm

（
別
紙
４
）



○ 卒業後も引き続き、新卒応援ハローワーク、ジョブサポーター等による支援を継続し、
１日でも早い就職を目指します。

【未内定のまま卒業された方のうち、新卒応援ハローワーク、ジョブサポーター等の支援による就職の実績】
平成２５年４月～６月：１９，７５５人
平成２４年４月～６月：２４，６６３人
平成２３年４月～６月：１９，８１５人

～未就職のまま卒業された方に対する就職支援を継続して行います～

1

～ジョブサポーター等の支援による未内定卒業生の就職事例～

事例１

県外の大学を卒業と同時に帰郷
したＡさん。実家に戻ったものの、
再び大学のあった地域への就職
を希望し、自ら就職活動を行うも、
なかなか就職が決まらず、ほぼ毎
週県外に通うという状況であった。
ハローワークに登録後、ジョブサ
ポーターが、ハローワークの全国
ネットワークの強みを生かし、求
人検索時に希望職種と就業場所
を絞り、情報提供を行うとともに、
応募先に応じた模擬面接を繰り返
し行った結果、効率的な就職活動
も出来、ほぼ同時に２社内定し、
希望の１社に就職決定となった。

事例２

焦りは抱いていたものの、ほと
んど就活しないまま卒業してし
まったＢさん。「何がやりたいか
まったくわからない」と沈んだ様子
で新卒応援ハローワークに来所。
早速自己分析からスタートすると、
小学校から大学のサークルまでス
ポーツ三昧、ゼミは地域政策、ア
ルバイトやインターンシップでは接
客と、実は幅広い経験をしていた
ことを客観的に思い出すことで
徐々に自信を回復。やがて「地元
に根差して経験をしたい」意欲が
固まった。毎週ハローワークに通
い、自己ＰＲや志望動機を練り、
面接練習を重ね、企業研究や時
事問題を追究した結果、第一志望
とした企業へ採用となった。

事例３

大学４年次の７月～９月に語学
留学後、１０月から就職活動を開
始したＣさん。大学出張相談で職
業相談を複数回実施。当初英語
を活かせる仕事にこだわり、大都
市圏でも就職活動をしたが不調。
相談の過程で職種を拡げるも未
内定のまま卒業。就職をあきら
めることのないようＣさんの気持
ちに寄り添いながら、卒業後も新
卒応援ハローワーク窓口で担当
者制による職業相談、模擬面接
等の支援を実施した結果、海外
に複数の拠点を持つ事業所の正
社員（総合職）に採用となった。

事例４

２浪１留で引け目もあったため３
回生の９月から就活を始めたＤさ
ん。しかし履歴書を書く段階で行
き詰まり、３回生の終りに自分は
就活しないと決めた。４回生から
アルバイトをし、卒業後もフリー
ターで１年半働いていたが、この
ままでいいのか不安になり、新卒
応援ハローワークを訪ねた。新卒
応援ハローワークでは、自分のこ
とをよくわかってくれるジョブサ
ポーターと相談し、模擬面接セミ
ナーでは他の受講生の面接風景
を見て自分も面接官の目を持つこ
とができ、他の受講生からの厳し
い助言も力にした。相談と応募に
より少しずつ前進を重ね、本気の
就活を始めて１ヶ月半で、人生初
の内定を得ることができた。
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